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順

心

大
乗
仏
教
が
そ

の
存

在
全
体
を
か
け

て
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
た

「
大
乗
」

と

い
う
課
題
を
、
特
に
如
来
蔵
思
想

の
立
場
か
ら
解
明
し
た
論

著
に

『
大
乗
起
信

論
』
が
あ
る
。
薫
習
説

は
、
『
起
信
論
』
に
お

い
て

「
染
浄

相
資

」
と
位
置

づ
け

ら
れ
、
染
浄
二
法

の
相
互
蕪

習
が
詳
細
か

つ
組
織
的
に
祖

述
さ
れ
て
い
る
。
周

知

の
如
く
、
薫
習
は
衣
服

に
香

が
乗

り
移
る
響
喩

で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
も

の

の
習
慣
的
な
同
化
作
用
を

い
う
。
甚
だ
具
象
的
と
も
思
わ
れ
る
概
念
が

『
起

信

論
』

に
取

り
上
げ
ら
れ
、
他

の
薫
習
説
と
は
異
な

つ
た
独
自

の
展
開
を
み
せ
て

(
1
)

い
る
。
北
村
教
厳
氏

「
起
信
論

の
薫
習
説

」、
平
川
彰
博
士
著

『
大
乗
起
信
論
』

等

に
こ
れ
が
論
究

せ
ら
れ
、
『
起
信
論
』
の
窯
習
を
概
観
す
る

こ
と
が

で
き
る

の

で
あ
る
。
『
起
信
論
』
の
薫
習
説
は
四
種
法
薫
習

と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る

(
2
)

が
、
特

に
、
賢
首
大
師
法
蔵
が
、
阿
梨
耶
識
中
の
覚
と
不
覚

の
互
窯

と
い
う
よ

う
に
、阿
梨
耶
識

の
問
題
に
互

つ
て
薫
習
を
論
じ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。

(
3
)

ま
た
法
蔵
が

『
起
信
論
』

の
縁
起
説
を
如
来
蔵
縁
起

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
生

滅

心
の
根
拠

と
し

て
の
真
如
如
来
蔵
が
問
題
で
あ
り
、

こ
れ
を
黙
習
説

の
観
点

か
ら
考
察
し
た

い
と
思
う
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
薫

習
の
体
と
な
る
四
種
の
法

と
は
真
如
、
無
明
、
妄

心
、
妄
境

界

の

四
法
を

い
い
、
『
起
信
論
』

に
、

(
4
)

復
次
有
二
四
種
法
薫
習
義

一故
染
法
浄
法
起
不
二
断
絶

殉

と
説
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
染
浄
二
法

の
不
断
相
続

は
、

四
法

の
相
互

の
薫
習
に

依

つ
て
成

り
立

っ
と
い
え
る
。
四
種
法
の
う
ち
真
如
は
浄
法
、
余

の
三
法
は
染

法
を
意
味

し
、

こ
れ
ら
染
浄

二
法

の
関
係
は
、

真
如
浄
法
実

無
一一於

染

一、
但
以
二
無
明

一而
蕪
習
故
則
有
二
染
相
幻
無
明
染

法
実

(
5
)

無
二浄
業

嚇
但

以
二真

如
一而
蕪
習
故
則
有
二浄
用

叩

と
略
説
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
無
明
よ
り
真
如

へ
の
蕪
習
と
真
如
よ
り
無
明

へ
の
窯
習
と
を
意
味

す
る
こ
と
か
ら
、
真
如
で
あ

れ
無
明

で
あ
れ
、
二
法
が
相

待
関
係
に
あ
る

こ
と
が
基
本
と
な
る
。
し
か
し

「染
相
有
り
」
、
「
浄
用
有
り
」

の
語
に
着
眼
す
る
と
き
、
二
法
は
単

な
る
並
列
関
係

で
は
な

い
。
無
明

が
真
如

に
薫
習
す
る
と

い
つ
て
も
、
真

如
の
う
え
に

「染

の
相
」
が
表

わ
れ

て
い
る
に

す

き
な

い
の
だ
か
ら
、
無
明
染

法
は
真
如
浄
法
に
対
す
る
と
き
無
体

の
法

と
な

ら

ね
ば
な
ら
な

い
。

次

に
、
『
起
信
論
』

の
染
法
薫
習
の
箇
処
に
、
「
無
明
染
法

の
因
有

る
を
以

つ

(
6
)

て
の
故
に
即
ち
真
如
に
薫
習
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
如

の
受
黒

が
問
題

と

な
る
。
『
起
信
論
』
で
は

こ
れ
を
認
め
る
立
場
に
あ
る
が
、
唯

識
の
立
場

で
は
、

真

如
は
無
為
法

で
、
不
生
不
滅
、
常
住
の
も

の
で
あ
り
、
変

化
し
な

い
も
の
に

名
づ
け
た

の
だ
か
ら
、
受
窯
処

(
所
黒
)
に
は

な
ら
な

い
と
す
る
。
こ
れ
は
、

(
7
)

『
成
唯
識
論

』
巻

二
の
所
黒
四
義

の
第
三
可
薫
性

と
し

て
述

べ
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
観

点
か
ら
真
如
受
薫

が
批
判
さ
れ
る
。
唯
識

の
立
場
で
は
所
蕪
は
阿
頼
耶

識
、
能
黙

は
七
転
識

に
限
ら
れ
る
か
ら
、
真
如
を
所
黒
と
す
る

こ
と
は
許
さ
れ

な

い
。
所

薫
真

如
を

『
起
信
論
』

は
如
何
に
理
解

し
て
い
る

の
か
。

こ
れ
に

つ

い
て
は

『
樗

伽
阿
蹟
多
羅

宝
経
』

の
黙
習
説
が
問
題

に
な

つ
て
く
る
。
す
な
わ

ち
、大
慧
、
不
思
議
黒
及

不
思
議
変
、
是
現
識
因
。
大
慧
、
取
二
種
種
塵

一及
無
始

(
8
)

妄
想
薫
、
是
分
別
事
識
因
。

と
あ

つ
て
、
「
不
思
議
薫

」
の
語
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
文
章
を
法
蔵
は
、
元
暁
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(
9
)

の

『
起

信
論
疏
』
の
説
に
基
づ
い
て

『
起
信
論
義
記
』
に
、

解

云
、

不
思
議
蕪
者
、
謂
無
明
能
窯
二真

如
一、
不
レ
可
レ
黙
処
而
能
黒
故

、
名
二

(
1
0
)

不
思
議

窯
殉
又
薫
即
不
薫
不
薫
之
窯
名
二
不
思

議
重
曾

と
解
釈
す

る
。

つ
ま
り
法
蔵
は
、
不
思
議
黒
を
真

如
受
窯

の
根
拠

と
し
て
理
解

し
て
い
る
。
本
来
、
窯
習
を
受
け

る
べ
き

で
な

い
処
に
敢

え

て
薫
習
を
許
し
て

い
る
と
い
う
、

一
見
矛
盾

的
な
あ
り
方
に
お
い
て
所
蕪
真

如
が
成
り
立

つ
て
い

る

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
ま
た

「
不
思
議
黒
」

の
語
が
、
『
樗
伽
経
』
の
み
な

(
1
1
)

ら
ず
、
『
起
信
論
』
自
身
の
申

に
も
見

い
出
せ
る
こ
と
か
ら
も
、
真

如
受
薫

の
解

明

へ
の
手

が
か
り
が

「
不
思
議
蕪
」
に
あ
る
と
考

え
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
能
黒

と
し

て
の
真
如
が
明
ら
か
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
『起

信
論
』

に
述

べ
る
真
如
窯
習
は
体
相
用

三
大
よ
り

の
薫
習

で
あ

つ
て
、
中

で
も
自
体
相

薫
習
が
能
薫
真
如

の
内
面
的

な
構
造
を
表
現
し
て

い
る

の
で
は
な

い
か
と
思
わ

れ
る
。
『
起
信
論
』
に
、

自
体
相
薫
習
者
、
従
二
無
始
世

一来
具
二
無
漏
法

一、
備
有
二
不
思
議
業

一作
二
境
界

(
1
2
)

性

一、
依
二
此

二
義

一恒
常
蕪
習
。

と
表
わ
さ

れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
真
如
が
衆
生

の
内
黒
力
と
し

て
作
用
す
る
こ

と
に
他
な
ら
な

い
。
衆
生
は
本
来

、真
如

の
内
窯

力
を
受

け
な
が
ら
も
、
そ
れ
を

自
覚

で
き
ず
、
も

し
で
き
た
と
し
て
も
精

々
不
思
議
だ
と

い
う
表
現

に
落
ち
着

い
て
し
ま
う
。
し
か
し
不
思
議
な
用

き
を
不
思
議
と
し
て
捨

て
る

の
で
は
な
く
、

そ
れ
に
疑
問
を
見

い
出
し
て
体
得

せ
ん
と
す
る
願

い
が

生

ま

れ

て
き

た

と

す

る
。
そ

の
時

生
ま

れ
た
願

い
自
体
は
、
衆
生
本
具

の
無
漏
法

の
用

き
と
い
う

こ

と
に
な
る
。
ま
た

そ
の
用
き
は
、
衆

生
よ
り
す
れ
ば
始
覚

の
歩

み
に
立

つ
こ
と

で
あ
り
、
本
覚
が
現
実
的
な
境
界

の
性

と
し

て
見

い
出
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ

こ
で

「
無
漏
法
を
具
す
」
こ
と
と

「
境
界

の
性

と
作

る
」

こ
と
の
二
義

に
依

つ
て
真
如
自

体
相
窯
習
が
明
ら
か
に
な
る
。

こ
の
よ
う

に
、
真

如
の
内
薫

説
が
人
間

の
現
実

的
な
歩
み
に
即
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
と
い
え

る
。

以
上
、
黒
習
に

つ
い
て
三
点
に
整
理
し
て
考
察
し
た
が
、

そ
の
中

で
真
如
受

窯

が
不
思
議
窯
に
他
な
ら
な

い
と
指
摘

し
た
。
そ
も
そ
も
真
如

と
は
、
人
間

の

力
動
的

で
躍

々
と
し
た
生
き
方
に
名
づ
け
ら

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
真

如
の
蕪

習
を
不
思
議
窯
と
し
か
表
現

で
き
な
か

つ
た
意
味
も
首
肯

で
き
よ
う

。
真

如
が

所
黒
と
も
能
薫
と
も
な
り
う
る
と
す
る
黒
習
説
は
、
唯
識

の
立
場

に
比
し
て
蕪

習
を
か
な
り
広
義
に
捉
え

て
い
る
と

い
え
る
。
し
か
し

『
起
信
論
』

に
お
け
る

真
如

の
意
義
を
正
し
く
把
握
す
る
中
で
、
『
起
信
論
』
の
窯
習
説
が
示

さ
れ
る
と

す

れ
ば
、
縁
起

の
真
相
を
語
る
も

の
と
な
る
と
思
う
。

1

宗
粋
雑
誌
第
九
巻
第

三
号

・
第
五
号
明
治

38
年
、

所
収
。

2

大
正
蔵

四
四

・
二
七
〇

・
b

「
彼
言
二
仏
性
力

一者
即
此
本
覚
内
窯
之
力

耳
。
良
以
三
一
識
含
二
此

二
義

二
更
互
相
薫
遍

生
二
染
浄

一故
也
。」

3

大
正
蔵

四
四

・
二
四
三

・
b

4

大
正
蔵

三
二

・
五
七
八

・
a

5

大

正
蔵

三
一
一
・
五
七
八

・
a

6

大

正
蔵

三
二

・
五
七
八

・
a

7

新
導
成
唯
識
論
巻

二

・
二
五
頁

(
七
五
頁
)
「
三
可
薫
性
、
若
法
自
在
性

非
二
堅
密

一能
受
二
習
気

一、
乃
是
所
薫
。
此
遮
三
心
所
及
無
為
法
依
レ
他
堅
密
故

非

ニ所
蕪

一。」

8

大
正
蔵
十
六

・
四
八
三

・
a

9

大
正
蔵
四
四

・
二

一
六

・
a
-
b

10

大

正
蔵
四
四

・
二
六
九

・
b

11

大
正
蔵

三
二

・
五
七
九

・
b

「
如
レ
是
功
徳
皆
因
三
諸
波
羅
蜜
等
無
漏
行

窯
、

及
不
思
議
窯

之
所

二
成
就
唖具
二
足
無
量
楽
相
一故
、
説
為
二
報
身

一。」

12

大

正
蔵

三
二

・
五
七
八

・
b

起

信
論
に

お
け
る
薫
習

に
つ
い
て

(
一

色
)

一
三
五
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